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～「畑瀬の渡し」跡に架かる畑瀬大橋～ 

No.125 加古川（西脇市黒田庄町津万井） 

 

 

 

■ 昭和 10 年に架けられた「畑瀬大橋」、米寿を超える 

 写真-1 は、西脇市黒田庄町津万井の加古川に架かる「畑瀬大橋」で、一般県道 559 号門柳大門（もんりゅうだいもん）

線の一部をなし、右岸部は国道 175 号に接続しています。ここは、明治 45（1912）年 3 月に木橋の畑瀬大橋が架

けられるまで、人々は「畑瀬の渡し」によって行き来していました。 

 

現在の畑瀬大橋は、昭和 10（1935）年に架けられた 14 径間（1 径間 13.2m）の RC 桁橋で、橋長 182ｍ、幅員

5.5m です。架橋から約 90 年が経過し橋梁の高齢化※1 が進んでいます。  

 

 

写真-2 畑瀬大橋と下流に見える津万井堰（令和元年 11 月撮影） 写真-3 畑瀬大橋（左）と畑瀬歩道橋（右）（令和元年 11 月撮影） 

写真-1 畑瀬大橋を加古川左岸から撮影（平成 29 年 5 月） 

津万井堰 
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※1 橋梁の高齢化：「老朽橋」の定義は明確にされていないが、一般的に建設後 50 年以上経過した橋とされている。しかしながら、

これらの橋は、危険で通行規制をとらざるを得なくなった橋がある一方で、まだまだ健全に機能を発揮している橋もある。ここでは

誤解を避けるために、完成後 50 年以上経過した橋は、「老朽橋」ではなく「高齢橋」と呼ぶこととする。兵庫県が管理する道路橋

（平成 22 年時点で約 4,700 橋）のうち、高齢橋は約 950 橋で 20％を占めている。 

 

 

 

■ かつて津万井堰の静水面を利用して「畑瀬の渡し」があった 

『多可郡誌』によると、旧黒田庄町内の加古川には、上流から「船町の渡し」、「西澤の渡し」、「大伏の渡し」、「畑

瀬の渡し」の 4 箇所の渡しがあったそうです。 

 

そのうちの一つ「畑瀬の渡し」は、江戸時代からあったと

される人渡しで、津万井堰のすぐ上流にあって、井堰によっ

て生じる静水面を利用して舟渡しが行われていたと思われま

す。舟着場は、右岸が畑瀬大橋の右岸橋台直下にあって桟橋

は特に設けていなかったとか。また、左岸は水裏に当たり河

原であったため、舟着場を設ける必要がなかったと思われま

す。 

 

渡しに使われた高瀬舟は、畑瀬大橋東詰の「渡し舟展示館」

に展示されています。元は津万井の大歳神社に保管されてい

たもので、長さ 24 尺（≒7.2m）、幅 5 尺（≒1.5m）、深さ 2

尺 5 寸（≒0.75m）です。 

 

渡し舟は、船頭が竹竿を操り、出水時を除き 1 年中運航して 

いました。運航は、夜明けから日没までで、客が集まり次第出していたとか。自転車を乗せることもありましたが、

通常は人のみで暮らしの足として利用されていました。 

 

なお、この渡しの右岸側には、福知山市から加古川、高砂に至る道（現・国道 175 号）が通っていました（写真-10）。 

 

 

 

写真-4 「津万井の日」に復活した畑瀬の渡し 

写真-5 畑瀬大橋の左岸袂にある「渡し舟展示館」の近くに立つ「畑瀬の渡し船」説明板 
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写真-6 「はたせのわたし」と刻まれた石柱（畑瀬大橋東詰） 写真-7 渡し舟展示館（畑瀬大橋東詰） 

 

 

■ 明治 45 年に畑瀬木橋が完成し、渡しは廃止となる 

交通の発達に伴い、渡しによる連絡は不便この上ないということから、明治 45（1912）年 3 月に旧津万井村※2 初

の橋（畑瀬木橋）が架けられ、江戸時代から地域住民の足だった畑瀬の渡しは廃止となりました。この橋は、自転車が

行き違いできる程度の幅の木橋だったそうです。明治 35（1902）年、約 6km 上流にあった船町の渡しに船町橋（木

橋）が架けられていますが、この橋の長さが 40 間（≒73m）、幅が 5 尺（≒1.5m）だったので、畑瀬木橋の幅も 1.5m

程度だったと思われます。 

 

大正 10（1921）年 9 月の大洪水により畑瀬木橋の中央部が流失、応急処置として下流側に仮橋が架けられるまで

の間、渡しが復活します。仮橋の完成は、大正 11（1922）年 11 月です。 

 写真-9 には、洪水により中央部が流失した畑瀬木橋と、下流側に架けられた仮橋、橋流失に伴い復活した渡し舟

が写っています。 

 

※2 津万井村：明治 22（1889）年 4 月 1 日、町村制の施行により、喜多村・大門村・津万井村・岡村・福地村・大伏村・門柳村・

前坂村・黒田村・小苗村・船町村・田高村・石原村の区域をもって黒田庄村が発足。昭和 35（1960）年 1 月 1 日 町制施行により

黒田庄町となる。平成 17（2005）年 10 月 1 日に黒田庄町は西脇市と合併し、改めて西脇市が発足。同日黒田庄町廃止。 

 

 

■ 昭和 10 年、RC 桁の畑瀬大橋が竣工 

昭和 7（1932）年 7 月 1 日の台風による大洪水により畑瀬木橋の桁が折れ、木橋は一瞬にして押し流されて行った

そうです（この洪水では、畑瀬木橋のほか上流の中央橋も流失し、船町橋だけが無事でした）。 

仮橋が架けられるまでの間、再び渡しが復活します。そして、昭和 10（1935）年に多可郡内随一といわれた RC

桁の立派な橋（畑瀬大橋）が架けられ、2 月 18 日に竣工式・渡橋式が挙行されています。 

橋梁工事が先行して完成したため、戦後に国道の土盛り工事が完成するまでの間、取り付け道路から橋の上までは

かなりの急坂でした。そのため、馬車や荷車を押し上げるのが大変で、「押し屋」という荷車押しの商売があったとか。 

昭和 50（1975）年 10 月、橋の上流側に歩道橋（畑瀬歩道橋）が付加されていますが、車道幅員は 5.5m のままで大

型車同士の離合が困難な状況にあります。 

写真-8 完成した畑瀬大橋と完成を祝う渡し舟 写真-9 中央部流失後の畑瀬木橋と完成した仮橋、復活した渡し舟 
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写真-10 昭和 30～33 年頃の国道 175 号と畑瀬大橋 

（『津万井概史』から引用・加工） 

写真-11 畑瀬大橋西詰の歩道橋から撮影 

（令和元年 11 月） 

 

 

 

 

■ 船町の渡し、西澤の渡し、大伏の渡しの今 

 かつて旧黒田庄町内にあった 4 箇所の渡しのうち、畑瀬の渡しは既述のとおりですが、他の 3 箇所の渡しの今はど

うなっているのでしょうか。 

 

① 船町の渡し：現在の船町蛭子（えびす）神社付近にあった渡しで、加古川の東岸と西岸に開けていた当時の船町村を

人渡し（一岸出船）で結ぶ役割を果たしていました。この渡しは明治 35（1902）年の船町橋架橋によって一旦廃止され

ましたが、明治 40（1907）年の落橋後に復活し、大正３（1914）年５月の架橋により再び廃止になります。しかし、

その後も船町橋はたびたび洪水で落橋し、その度に渡しが復活していたようです。 

 

当時、乗り場には桟橋があり、杭を打った上に１～２間の小さな板橋が渡してありました。舟は橋が復旧するまで

の間、朝から晩まで運航され、客が集まり次第舟を出していました。現在は“段（だん）”と呼ばれる渡しの乗り場跡が、

橋の左岸側すぐ北に残っています。（現地を見ると、高水敷に鉄平石を敷いた所があり、それが乗り場跡かも？） 

 

図-1 畑瀬大橋周辺の地図 
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 現在の橋の型式は、4 径間単純鋼合成鈑桁橋、橋長 150m、幅員は車道 6.6m、歩道 1.5m で、昭和 50（1975）

年に架けられたものです。 

 

 

 

② 西澤の渡し：明治 40（1907）年頃に小学生の通学

用に設けられた渡しで、現在の中央橋の下、西澤の竹

藪付近に渡し舟があったそうです。 

昭和 49（1974）年 3 月、現在の中央橋（路線名は一

般県道第 174 号本黒田停車場線）が供用開始しています。 

橋の型式は、5 径間単純鋼合成鈑桁橋、橋長は

166.6m、幅員は車道 6.5m、歩道 1.0m です。 

 

 

 

 

 

 

 

③ 大伏の渡し：明治維新前より設けられていた渡しで、JR 本黒田駅と JR 黒田庄駅の中間付近にあったそうです。 

 

 

 

■ モノローグ 

平成 16（2004）年、県が進めていた加古川改修工事の中で姿を消してしまった渡し場跡の記憶をとどめるため、

渡し舟の展示施設「渡し舟展示館」を畑瀬橋左岸付近に整備、これがきっかけとなって地元に渡し舟復活の機運が盛

り上がります。そして、昭和 63（1988）年に「温故知新」の精神で始まった「津万井の日」（地蔵盆に近い土曜日に開催）

の地域活性化イベントのひとつとして、平成 16（2004）年に「畑瀬の渡し」が復活しました。 

 

このイベントを継続していく中で、先人の苦労を偲び、先人の知恵に学ぶ機会にしようとの想いが盛り上がりまし

たが、その年の 10 月に発生した台風 23 号による洪水でイベント会場だった高水敷が荒れてしまい、以後イベント

会場は大歳神社周辺に変更し、渡し舟イベントは残念ながら開催できていないそうです。 

 

なお、畑瀬大橋周辺では、国道 175 号西脇北バイパス（L=5.2km）の工事が進められていて、令和 2（2020）年 3

月 14 日、寺内ランプ～大伏ランプ間の約 2.1km が 2 車線で部分開通しています。 

写真-12 耐震補強工事後の船町橋（令和 3 年 1 月撮影） 

写真-13 耐震補強工事中の中央橋（令和 3 年 1 月撮影） 

図-2 畑瀬大橋・中央橋・船町橋の位置図 
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オギ（荻） 
畑瀬大橋付近の加古川高水敷に生えていた。イネ科ススキ属。

ススキによく似ているので間違えやすいが、ススキは乾いた場所

に生え、オギは水辺などの湿った場所にしか生えない。特徴は、

穂が銀白色で長く、羽毛状の小穂の先端には刺のような芒（のぎ）

がないこと。大正 10（1921）年に発表された「船頭小唄」（野口

雨情作詞・中山晋平作曲）の冒頭に「俺は河原の枯れすすき♪♪」と

いうのがあるが、多分「オギ」の間違い。森繁久彌さんが映画「雨

情物語」の主題歌として歌ったとか。 
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写真-14 オギ（畑瀬大橋下の高水敷にて撮影） 

加古川 
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